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大
和
街
道
の
概
要

大
和
街
道
・
伊
賀
街
道
が
通
る
伊
賀
国
は
、
伊
勢
・
近
江
・

山
城
・
大
和
の
国
々
に
囲
ま
れ
た
山
国
で
、
上
野
盆
地
に
入

る
た
め
に
は
、
ど
の
道
を
通
っ
て
も
険
し
い
山
を
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
同
時
に
、
伊
賀
国
を
通
ら
な
け
れ

ば
相
互
の
連
絡
に
不
自
由
す
る
と
い
う
交
通
の
要よ
う

衝し
ょ
うで
あ
っ

た
。大

和
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
は
加
太
越
奈
良
道
と
呼
ば
れ
、

関
の
西
の
追
分
で
東
海
道
か
ら
分
岐
し
、
加
太
峠
を
越
え
、

三
重
県
を
ぬ
け
て
奈
良
へ
と
続
く
街
道
で
あ
る
。
こ
の
道
の

歴
史
は
古
く
、
大
海
人
皇
子
が
壬
申
の
乱
の
折
に
、
あ
る
い

は
、
源
義
経
が
木
曽
義
仲
を
討
つ
折
に
通
っ
た
加
太
峠
越
道

が
、
こ
の
街
道
の
原
型
と
さ
れ
る
。

こ
の
、
歴
史
の
英
雄
た
ち
が
駆
け
抜
け
た
道
は
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
が
農
道
と
な
り
、
一
部
は
拡
張
さ
れ
て
国
道
25
号

や
国
道

163
号
に
な
っ
て
い
る
。

慶
長
13
年
（
１
６
０
８
）、
徳
川
家
康
の
信
任
も
厚
い
藤

堂
高
虎
は
、
伊
勢
、
伊
賀
の
藩
主
に
移
封
さ
れ
る
と
、
国
の

防
衛
の
た
め
伊
賀
の
道
は
険
し
い
ま
ま
に
し
て
お
く
よ
う
に

と
命
じ
、
伊
賀
国
へ
の
入
口
と
も
言
う
べ
き
「
伊
賀
の
七
口
」

に
兵
を
置
い
て
領
国
を
守
る
と
い
う
政
策
を
取
っ
た
。
こ

れ
は
、
高
虎
が
こ
の
地
へ
移
封
さ
れ
た
の
が
、
大
坂
方
へ
の

前
進
基
地
の
意
味
を
持
つ
た
め
と
思
わ
れ
る
。
同
様
に
高
虎

は
津
を
平
時
の
時
の
城
、
伊
賀
を
「
秘
蔵
の
国
」
す
な
わ
ち

万
一
の
時
の
本
城
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
街
道
は
大
和
地
方
諸
国
の
大
名
が
参
勤
交
代
の
折
に

利
用
す
る
道
で
あ
り
、
伊
賀
国
と
山
城
国
を
結
ぶ
と
同
時
に

木
津
川
の
水
運
に
つ
な
が
り
、
淀
川
を
経
て
、
下
流
の
京
都
・

大
坂
と
い
う
二
大
都
市
、
そ
し
て
外
洋
へ
と
続
く
重
要
な

ル
ー
ト
で
も
あ
っ
た
。

伊
賀
地
方
は
大
和
地
方
に
隣
接
し
、
東
大
寺
な
ど
の
影
響

も
強
か
っ
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
古
代
に
遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
み
る
と
、

こ
の
地
方
は
古
墳
の
密
集
地
帯
で
も
あ
り
、
遙
か
古
代
か
ら

畿
内
の
進
ん
だ
文
化
が
流
れ
こ
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。お

そ
ら
く
木
津
川
と
い
う
長
大
な
流
れ
が
、
人
や
文
化
を

運
ぶ
天
然
の
道
と
な
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
大
和
街
道
は
そ
の
歴
史
の
流
れ
を
受
け
継
い
だ

街
道
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
和
街
道
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大海人皇子そして義   経。歴史の英雄が通った道。

大 和  街 道

歩く速さで見えてくるものがある。
歩くからこそ出会うものがある。
いにしえの旅人の足跡をたどり、
時の彼方の物語に出会ってみよう。
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城址など

バス停
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分かれ道
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約 1000 ｍ

約 600 ｍ

約 400 ｍ

約 1300 ｍ

JR 関西本線

金場トンネル

加太川

鈴鹿川

東海道

（1）西の追分
　　      （亀山市関町新所～関町金場）

至 関駅

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

10

9

8

7
6 5

43

12

7 街道の側を流れる加太
川

6 街道の景観

5 大和橋
追分から約400mのところ
にある。 4 石地蔵2体

3 橋越地蔵堂
中には石の地蔵が2体祀ら
れている。

2 西の追分
東海道と大和街道との分岐
点。県指定史跡。

1 法悦題目塔道標
元禄4年（1691年）、谷口長
右衛門の建立。「南無妙法蓮
華経」と刻まれている。

10 栗の木地蔵
字ホウソウ谷土橋のあた
り。

9 平ノ沢城跡
南平山の山裾にあり、土塁や
石垣跡が見られる。

8 道標
「右伊賀　左越川」と刻まれ
ている。大正3年のもの



7 6

約 1000 ｍ

約 600 ｍ

約 600 ｍ
約 350 ｍ

約 600 ｍ
加
太
梶
ヶ
坂

加太川

名阪国道

ＪＲ関西本線

この部分は
9 ページを
ご覧ください

（2）加太・１-Ａ
　　      （亀山市加太市場）

加太駅

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

10
9

2
1

4
3

8

56

8 問屋場跡の石柱
昭和53年に建てられたも
の。

7 石垣

9 地蔵
橋の手前北。

6 湧き井戸 5 鹿伏兎城址
県指定史跡。神福寺の裏。湧
き井戸、土塁、石垣が見られ
る。

4 善光寺
現在は廃寺。集落が本尊を
守っている。

3 神福寺
臨済宗東福寺派。明徳5年
(1394)に創建。裏山の山頂
に鹿伏兎城址がある。

2 牛谷の地蔵
自然石でできている。

1 端山の地蔵

7

10 加太川を越える街道
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（2）加太・１-Ｂ
　　      （関町~加太梶ヶ坂）

（2）加太・１-Ｂ
　　      （亀山市加太梶ヶ坂）

約 1000 ｍ

約 600 ｍ

約 600 ｍ
約 350 ｍ

約 600 ｍ

加
太
梶
ヶ
坂

　
　地道で
通りにくい

加太川

名阪国道
この部分は
6 ページを
ご覧ください

ＪＲ関西本線

加太駅

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

9

8

7 6

5
4

3

2
1

9 地蔵数体
加太郵便局の向かい。昔は御
茶屋であった。

8 石地蔵
天保4年(1833)と刻まれて
いる。加太小学校前の街道
脇。

7 地蔵
自然石に描かれている。

6 鈴原橋から見る加太川
の流れ

5 地蔵
今も榊が手向けられてい
る。

4 梶ヶ坂の街道
ここから地道になる。

3 梶ヶ坂を登る道

2 常光寺
禅宗。鍛冶坂城址。

1 鍛冶坂城址の石柱
鹿 伏 兎 定 住 が 天 文13年
(1544)、ここに居館を定め
たと伝えられる。
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668

（3）加太・２
　          （亀山市加太板屋～加太北在家）

この部分
の街道が

不明

名阪国道

ＪＲ関西本線

約 1600 ｍ

約 550 ｍ

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

13 12

11

10 9

5 1

4 2

6
8

13 地蔵
大木が倒れ、埋まりかかって
いる。 12 地蔵

11 地蔵
北在家集落のはずれにあ
り、道に背を向けている。

10 杉の御神木

9 川俣神社
境内には自然の谷とわずか
な土塁の跡が残る。かつては
草相撲が行われていた。亀山
市指定史跡。

8 宮相撲の土俵
川俣神社境内

7 石燈籠
神社入口にある。貞亨2年
(1685)に坂久左衛門が寄
進。

6 川俣神社の石柱

5 道の屈折
本陣近くの道。大和街道の特
徴である。

4 道標
上部が折れて無く、「音吉」と
刻まれている。

3 土塁跡
本陣の西隣の庄屋屋敷跡の
西辺にある石積みの土塁
跡。

2 名残松 1 本陣跡
現在空家

7

3
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667

（4）一ツ家
　      （伊賀市一ツ屋～柘植町岡鼻）

約 500 ｍ

約 650 ｍ

約 650 ｍ

約 1000 ｍ

屋敷跡や
稲荷社が

残る

街道は
なくなって

いる

JR 関西本線

柘植川

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

7

6

5
4

3 1

11

13

12

8

10

2

7 鴉山池
風光明媚な池。灌漑用の人工
貯水池。街道はこの北を通
る。

6 旅人宿伊賀屋跡
他にも「酒屋」と呼ばれた旅
人宿があった。

5 旅人宿紅葉屋跡
昔はこのあたりに十数軒の
民家があった。

4 一ツ家をいく街道 3 地蔵
「三界万霊」と刻まれてい
る。文化10年(1813)のもの。

2 墓地
墓石のない墓地

1 地蔵
自然石に2体の地蔵が描か
れている。徳川家康が前を
通ったという言い伝えがあ
る。

11 常夜燈
集議所の東。旧伊賀町内に残
る旧大和街道唯一のもの。

10 太神宮
中の石柱に「天照皇太神宮□
□」と刻まれている。

9 石燈籠
太神宮の前にある。

13 大 林 よ ろ い・工
芸品製作館

12 ガラス工芸博物館

8 岡鼻を走る街道

9



15 14

50

4

（5）上柘植
　      （伊賀市柘植町岡鼻～中柘植）

名阪国道

約 900 ｍ

約 1000 ｍ

約 700 ｍ

柘植駅
JR 関西本線

柘植川

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

20

19

18

16

15

12

7

6 5
4

3 2

1

29

26

25

23

22

21

17

24

13

11

109

8

28

15 都美恵神社
麗沢舎の西。神社内に天神社
の棟札（伊賀市指定文化財）
がある。境内には伊賀市指定
文化財の寛文12年(1672)の
石造鳥居がある。毎年10月
18日、めし喰い祭が行われ
る。

14 石造の鳥居
伊賀市指定文化財

12 萬寿寺

7 芭蕉公園
俳聖松尾芭蕉の出身地は、
旧上野市とも旧伊賀町とも
いわれ、この公園は、明治26
年に芭蕉翁200年忌を記念
して造られた。園内には「古
さとや臍の緒に泣くとしの
暮」の句碑がある。

6 心学道場麗沢舎
江戸時代の庶民の教育の
場に開設された。文化12年
(1815)。県指定史跡。

5 八幡さん
周辺の斎藤家一族の守り神
となっている。

4 雪隠（昔のトイレ）

3 元柘植病院のレンガ塀

2 玉林寺
岡鼻・小林両地区の菩提寺。
曹洞宗。

1 勧請縄
疫病神が集落へ進入するの
を防ぐ。

29 輪法塚
辻から300m北。現在の野村
地区の墓地。

28 大師堂
辻の右手にある

27 道分け石
大師堂の前。四国八十八箇所
供養。 26 芭蕉翁誕生宅址

25 石柱
｢史跡　小御堂跡｣

23 陣屋休札
柘植歴史民俗資料館所蔵

22 横光利一文学碑

21 柘植公民館下のお地
蔵さん

17 糸と織物博物館
24 柘植歴史民俗資料館

13 貝増卓袋句碑

11 松尾芭蕉句碑

10 松瀬青々句碑

9 松尾芭蕉句碑

8 細見綾子句碑16 敢都美恵宮跡の碑

20 家康見張りの木 19 柘植宿元標

18 徳永寺

14

27



17 16

133

146

2

Ｐ17

Ｐ16

（6）下柘植
　      （伊賀市中柘植～御代）

JR 関西本線

JR
関

西
本

線新堂駅

名阪国道

街道は
なくなって

いる

名阪国道

約 550 ｍ

約
90

0ｍ

約
500 ｍ

約 450 ｍ

約 500 ｍ

柘植川

柘植川

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

6

5

4

3

13

12

11

10

8

7

2

9

1

4 上市場を通る街道

3 芭蕉道
霊山の山裾を通り、山出地区
の拝野から上野区の平に通
じる道。

13 常夜燈

12 鈴木屋敷
伊賀市指定史跡

11 専念寺

6 西光寺・柘植一族の墓
イチョウの木は伊賀市指
定天然記念物。

5 上市場にあるお地蔵さ
ん

2 勧請縄
毎年１月15日に奉納され
る。

1 祠と石仏
勧請縄のそばにある。

10 御代橋 9 常夜燈 8 芭蕉の酒博物館 橋本酒
造場

7 松尾芭蕉句碑
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679

JR 関西本線

柘 植 川

（7）佐那具　      
　　　（伊賀市柏野～佐那具町）

名阪国道

約 900 ｍ

約 800 ｍ約 1100 ｍ

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

109

7

6

8

3

2

5
1

4

8 いなちゃんの手仕事よ
うこそ博物館

3 柘植川沿いを行く街道

2 轉輪寺
七本松は伊賀市指定天然
記念物。

1 祠

10 了源寺
境内には伊賀市指定史跡の
了源上人墓所がある。 9 府中神社 7 旅館八百銀 6 御墓山古墳

4 祠
地蔵を祀る。

5 伊賀焼職人博物館 常山
窯



21 20

676

680

138

138

（8）千歳　      
　　　（伊賀市千歳～印代）

佐那具駅

Ｐ21

Ｐ20

約
800 ｍ

約
700 ｍ

約 400m

約 650m

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

4

8
7

3

6

5

12

10 9

4 孝子留松之碑
親孝行者であった留松を記
念して建立された碑

3 杜氏の館 森喜酒造 

6 松尾芭蕉句碑

5 宮城きよなみ句碑

10 道標
清安寺境内の公民館前。「左
ならはせ山上□　右東海道
せき□」

9 清安寺

8 地蔵堂
百町公民館内。元は百町の南
東にあった

7 恋の湊
古代の国府の湊跡と考えら
れる

2 府中村元標 1 なまこ壁の家



23 22

56

約 1150 ｍ

伊賀街道

まちかど博物館、
博物館・資料館は
24・25ページを
ご覧ください

（9）上野・Ａ　      
　　（伊賀市服部町～上野中町・上野西町）

服 部 川

西大手駅 上野市駅 広小路駅

約 250 ｍ

約
80

0 ｍ

約 600 ｍ

伊
賀
鉄
道

矢谷川

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

1

8

7

5 4
3

2

8 古い家
現在、井本薬局

5 割烹旅館三田清
2 厄除け地蔵
石龕の中にある。

6

13

22

19

2021

18

16

11

10

9

12

14
17

14 札の辻
街道と愛宕神社への道との
分岐点。

17 万吉稲荷社

15

15 道路元標

14 札の辻
街道と愛宕神社への道との
分岐点。

13 伊賀鉄道上野市駅

12 菅原神社
菅原道真を祀る。松尾芭蕉
は処女作「貝おほい」を奉納
し、別名「貝おほい奉納社」
とも呼ばれる。通称上野天
神宮。伊賀市指定史跡。

21 砂糖問屋
田中商店

20 明覚寺

19 上野高校明治校舎
旧三重県第三尋常中学校校
舎。県指定文化財。

18 上野心学舎有誠舎跡
文化年間末に廃絶したが、
柴田鳩翁が再興。現在の中
町集議所。

17 万吉稲荷社

22 頼山陽詠詩
黒門跡の石柱　向島町
集議所の前。昭和52年に
建てられた

8 古い家
現在、井本薬局

1 小宮神社
延喜式内社。「ニノ宮」と称
される。

7 道標
現・井本薬局角にある。

6 虫籠窓の家

5 割烹旅館三田清

4 三効湯

3 道標
赤坂の通称坂上町に曲がる
丁字路東にある。「左東海
道せき道　右ならはせ山上
道」と刻まれている。

2 厄除け地蔵
石龕の中にある。

11 鍋屋
現在は酒造業「なべ彦」 10 玄蕃町延命地蔵

9 寺町の家なみ
寺が密集し、白い土塀が続
く

16 家なみ
虫籠窓が多い。
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56

伊賀街道

街道沿いの
歴史的資産等は
22・23ページを
ご覧ください

くれは水辺公園、
上野公園周辺、
市街には多くの
句碑があります

（9）上野・B　      
　　（伊賀市服部町～上野中町・上野西町）

服 部 川

広小路駅
西大手駅 上野市駅

約
80

0 ｍ

約 250 ｍ

約 1150 ｍ

約 600 ｍ

伊
賀
鉄
道

矢谷川

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

20

25

7

30

13

12

11 10

9
8

29

28

27
26

24

23
22

21

16

14

5

6

4

3

2

15

19 18 17

15 おじいさんの古いも
の博物館

30 旧小田小学校本館

28 (有)組 紐 工 房 廣 澤 徳
三郎

27 伊賀焼陶房 本荘

26 私的民俗博物館

22 明治な館 北泉邸

20 養肝漬宮崎屋まちか
ど博物館

20 横光利一資料展示室

19 レトロ博物館 ミキヤ

18 伊賀焼ビー泥館

15 古時計再生工房 澤田
時計店

14 甘味手仕事博物館

12 伊賀上野城

11 俳聖殿

10 伊賀流忍者博物館

8 上野歴史民俗資料館

7 だんじり会館

5 銅版細工博物館 中山

3 上野天神祭屏風館

4 ギャラリー山苑

21 煙草クラフト博
物館

6 入交家住宅13 伊賀信楽古陶館16 昔菓子の館 湖月堂

21 昔ながらのかたやき
屋さん 鎌田製菓

9 芭蕉翁記念館 2 芭蕉翁生家

29 夢多遣鉄道模型舘

25 旧崇廣堂

1

1 北田化石展示室
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（10）鍵屋の辻・A　      
　　　（伊賀市上野向島町～長田）

約 650 ｍ

約 400 ｍ

約 600 ｍ

この部分は
29 ページを
ご覧ください

約
1150 ｍ

木
津
川

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

18

17 16

13

11

4

2 1

21

3

12

15
14

69 8 720 19

23 22

5

10

5 幸福寺地蔵堂

4 阿部神社
幸坂を下ったところ。

2 幸坂 1 道標
札の辻の南西角から向島町
の民家の庭に移設。「左山上
はせ道　右京なら道」と刻
まれている。

6 伊賀越資料館

3 昭和ハウス7 宮城きよなみ句碑

20 長田市場の家なみ

19 虫籠窓の家

18 ｢淀川遡航終点｣の碑
淀川水系改修記念百年碑。
長田橋の東詰め、道路右に
ある。昭和50年(1975)に建
てられた

17 道標
三重交通車庫前。「左月瀬
道右奈良大阪」明治27年
(1894)と刻まれている。

16 万屋
鍵屋の辻公園内の数馬茶
屋。もとは鍵屋の辻の西隣
にあった。

21 柿渋工房 一閑張なか

15 橋本鷄二句碑

13 開化寺前の不動明王

12 小六坂

11 道標
鍵屋の辻にある。
「みぎいせみち　
ひだりなら道」文
政13年(1830)と刻
まれている。

10 鍵屋の辻
伊賀越えの仇討ちで知られ
る。信楽の追分。県指定史
跡。

14 橋本鷄二句碑 9 杉森千柿句碑

8 高浜年尾句碑

23 道標
道標の隣。「郷社射
手神社」

22 道標
長田市場集落西
部、左の三叉路北
西角。「左ならミち
射手八幡宮道是ヨ
リ三丁」
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約
1150 ｍ

約 650 ｍ

約 400 ｍ

約 600 ｍ

この部分は
26 ページを
ご覧ください

（10）鍵屋の辻・B　      
　　　（伊賀市上野向島町～長田）

木
津
川

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

27

24 石碑
大峰三十三度の供養塔の
隣。

23

22

21

18

3

17161514

131211109

87654

262524

12

20 19

28

21 橋本地蔵
橋の手前左

20 常住寺閻魔堂
本尊は一寸八分の秘仏・閻魔
像。藤堂高次が寄進した。境
内には県指定文化財・十王図
がある。県指定文化財。

19 常住寺から上野城の
眺め
歌川広重の版画「伊賀上野」
はこのあたりからの眺め

18 道標
平尾の中ほどの十字路南西
角から常住寺参道入口に移
設。「みぎなら道是より二丁
南慈心坊冥途中…」

1 西蓮寺
服部土芳墓所等は伊賀市指
定文化財。

2 松尾芭蕉・服部土芳句
碑

28 堂
大野木北山の分岐点から移
設。堂内に笠地蔵・道標地
蔵・五輪塔が祀られている。

27 勧請縄
平野小場西はずれにある。

26 掘出地蔵(お紋地蔵)
3体の地蔵が彫られている。
まわりに地蔵が多数ある。

25 大峰三十三度の供養
塔
安永2年(1773)と刻まれて
いる。

24 石碑
大峰三十三度の供養塔の
隣。

23 山裾を行く街道

22 射手神社石造十三重
塔
国指定重要文化財

17 「芭蕉の森」公園から
見た上野市 16 松尾芭蕉句碑 15 松尾芭蕉句碑 14 松尾芭蕉句碑

13 松尾芭蕉句碑

12 松尾芭蕉句碑

11 松尾芭蕉句碑

10 松尾芭蕉句碑

9 松尾芭蕉句碑

8 松尾芭蕉句碑

7 松尾芭蕉句碑

6 句碑

5 薮柑子句碑

4 小屋久幸句碑

3 松尾芭蕉句碑
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約 1200 ｍ

約 700 ｍ
約 1050 ｍ

（11）島ヶ原・1（三軒屋）　      
　　　（伊賀市島ヶ原三軒屋～川南）

約 250 ｍ

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

5

3
2

1

4

17 16

15 14

13

12

11 10 7

6

18

98

5 三本松峠へ向かう街道

3 虫籠窓の家
この他にもこの集落にはい
くつか残っている。

2 見とどけ地蔵
小場の西はずれの集落北か
ら稲荷神社境内へ移設。織田
信長の伊賀攻めにより射手
神社旧殿が焼かれたのを見
とどけたという言い伝えが
ある。市指定文化財。

1 伊賀焼の店 体験陶芸博
物館

4 松尾芭蕉句碑

9 城主認可の茶屋跡

8 石柱
太神宮万人講燈籠跡

7 お茶屋の井戸跡

6 三本松峠付近の道

17 川南を行く街道

16 与右衛門坂
非常に急な坂

15 峰の六地蔵 14 苔道

13 芭蕉の尻もち坂

12 三本松坂

11 三本松池
街道の左側。この樋の水路が
島ヶ原宿との境となる。

10 祠と鳥居
三本松池のそばにある。

18 粘土と伊賀焼博物館 
普門窯
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305

305

（12）島ヶ原・2（島ヶ原宿）-A　      
　　　（伊賀市島ヶ原川南～県境）

木津川

約 1450 ｍ

約 650 ｍ

この部分は
35 ページを
ご覧ください

ＪＲ関西本線

島ヶ原駅

木
津
川

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

24 23

19
16

15

11

10

9

8

7

6

5

1

22
432

1312

14

201817

21

24 三社石
通称・土山にはいったとこ
ろ。「春日大明神皇太神宮千
日祈願塔」 23 地蔵2体 21 火除け土手

20 本陣兼御茶屋の平面
図
岩佐家が保存

19 本陣付近の家並

18 宿札
「松平甲斐守宿」岩佐家が保
存。

17 本陣兼御茶屋 16 旅籠松屋
島ヶ原郵便局から南西へ約
80m。河合又五郎の宿だっ
たと伝えられる。文政11年
(1829)には頼山陽が宿泊。

15 島ヶ原宿を行く街道

14 駅前の地蔵群

13 石薬師磨崖仏

12 薬師堂の裏の磨崖仏

11 薬師沢六地蔵

10 島ヶ原大橋より木津
川川南方面を望む

9 島ヶ原一望の風景

8 観音
瑞光寺といわれた小寺。

7 荒木又右衛門が宿泊し
た民家
伊賀越仇討ちの際、荒木又右
衛門一行がその前夜に休息
したと伝えられる民家。昔は
庄屋。

6 虫籠窓の家

5 茶屋
現在の北川家。

4 茶屋の井戸跡
民家にある。

3 道標
民家にある。「右いしうち　
左志らかせ」

2 道標
森庵寺前から200m。民家に
ある。｢右なら道　ひだりい
せみち｣

1 森庵寺
川南斎場

22 創作ひょうたんの館
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305

305

この部分は
32 ページを
ご覧ください

（12）島ヶ原・2（島ヶ原宿）-B
　　　（伊賀市島ヶ原川南～県境）

ＪＲ関西本線

島ヶ原駅

約 1450 ｍ

約 650 ｍ

木
津
川

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

76

5

4

1

19

18

17

12

11
10

8

14

1615

21
20

32

9 三社石
峠坂の途中にある。享保16
年(1731)と刻まれている。

7 役行者

6 行者堂
木津川縁にある。

5 行者堂近くから見る木
津川の流れ

4 小屋
行者堂近くの巨大な岩の上
に建つ。

3 山の神
阿弥陀磨崖仏の隣。石燈籠の
ような形をしている。

2 阿弥陀磨崖仏
行者堂のそば。市指定文化
財。室町時代初期のもの。

1 行者堂への道標
｢左岩谷山役行者｣

21 石標
｢従是東伊賀國｣と刻まれ
る。 20 県境を行く街道

19 山菅区と京都の境目
の二本杭
｢従是西山城國｣

18 ＪＲ山菅トンネル

17 関所跡
今は雑木林になっている。

16 北向地蔵
島ヶ原会館前の道向かい。

15 道標的石柱
島ヶ原会館前の道向かい。山
菅関門のあったところ。「関
門大師関所跡大和街道奈良
笠置鍵屋辻伊勢二至ル」明治
48年

14 観世音菩薩
島ヶ原会館の横。

13 八幡宮遙拝所
島ヶ原会館前。

12 山菅を行く街道

11 行者堂への道標

10 峠坂

8 ウッド工房"Art Core"

9
13



memo
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

掲載されている文化資産やまちかど博物館等の情報は平成23年2月時点のものです。
この地図は三重県自治会館組合管理者の承認を得て、同組合所管の「2006三重県共有デジタル地図 （数値地形図縮図
10,000）」を使用し、調整したものです。（承認番号：三自治地第195号）本成果を複製あるいは使用して地図を調整する
場合は、同組合の承認を必要とします。
バス停・トイレの情報は「平成22 年度生活密着型地理空間情報整備緊急雇用創出事業」で、平成22年10月から23年1月
にかけて調査したものです。

●
●

●

「三重の文化」ホームページ
http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/

　みえの歴史街道の詳細情報やまちかど博物館、博物館・資料館の連絡先や概要、
句碑の詳細情報などは下記ホームページからご覧いただけます。

　このウォーキングマップは、三重県の街道を訪れる人や、地域に暮らす人誰もが
街道や周辺の文化資産等に興味を持ち、触れることができるように作成しました。
　場所によっては旧街道のルート自体が道で無くなっていたり、現在は通行できな
い箇所もあります。
　その場合は迂回路等をご案内しており、史実に沿わない部分もありますが、あく
まで旧街道を基本に周辺に残る文化や、新しく発展した文化などをご紹介し、散策
を目的にご利用いただくものとご理解ください。
　地図上のマークの位置は目安で、実際の位置と若干異なる場合があり、隣接する
資産等はを並べて表示している場合がありますので、ご留意ください。
　また、マップに掲載されている「まちかど博物館」や「博物館・資料館等」につきま
しては、開館日や開館時間等が決められており、予約が必要な場合もありますので、
事前にご確認・ご連絡の上、訪問していただきますようお願いいたします。
　なお、お気づきの点等がありましたら、ご指摘等いただければ幸いです。




